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實 驗 的 箆 形 二 口 蟲 病 家 兎 血 液 ノ

化 學 的 成 分 ニ 就 テ

岡山醫科大學法醫學敎室(主 任遠藤敎授)

重 信 琢 雄

[昭和6年10月27日 受稿]

Aus dem Gerichtsarztlichen Institut der Medizinischen Universitat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. C. Endo).

Uber die quantitative Veranderung einiger Substanzen des Blutes 
bei der Kaninchenchlonorchiasis.

Von

Takuo Shigenobu.

Eingegangen am 27. Oktober 1931.

1. Bei der experimentellen Chlonorchiasis sinensis eines Kaninchens kam eine

 Veranderung des chemischen Bestandteiles im Blut vor und zwar etwa gleichzeitig mit 

dem Auftreten der schweren Krankheitssymptome.

2. Sowohl anorganischer Phosphor wie Schwefel, Cholesterin und Milchsaure des 

Blutes vermehrten sich im schweren Stadium der Krankheit, wahrend Serumkalzium 

sich verminderte. (Kurze Inhaltsangabe).
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1100　 重 信 琢 雄

緒 言

動物體内ニ於 テ,血 液 ハ絶エズ體組織 ヲ灌 流 シテ,其 ノ破壞竝 ニ建設作用 ニ關與 スルモノナ

レバ,其 ノ臟 器組織 ニ病變 ノ發 スルヤ血液 ノ廣 キ意味ニ於ケル組成 ニ種 々ナル變調 ヲ招來 スル

コ トハ蓋 シ當 然 ナ リ ト云 フベ シ.是 レ-ハ 以 テ該疾病 ニ對抗 シテ
,其 ノ恢復 ヲ企 圖 シ,一 ハ以

テ血液 ノ重要 ナル組成ヲ可及的正常 ニ保持 セントスルニアルモノ ト解 セラル.サ レバ何 レノ疾

病 タル ヲ問ハズ,其 ノ血液組成ヲ研究 スルコ トハ疾患 ノ本態 ヲ明 カニシ,治 療 ノ方法ヲ究 ムル

上 ニ必要缺 クベカラザルモノナ リ.曩 ニ吉本1),怡 土2),吉 田3)等 ハ實驗的箆形二口蟲病家兎ノ

尿 ニツキ或ハ肝臟 ニツキ,主 トシテ生化學 上有益 ナル研究 ヲ發表 シタル ガ,コ レヨリ先 キ本病

ニ於 ケル血液 ノ形態學的研究ハ既 ニ井上4), A. Gluzinski5),高 洲6),戸 出7),伊 藤8),龍 治9)等 ニ

ヨリテ詳細 ニ行ハ レ,本 病 ノ病理學上ニ重要 ナル知見ヲ與 ヘタ リ.之 等 ノ人々ニ據 レバ血液 ノ

形態學的變化 ハ中等度 以上ノ病變 ニ於テ認 メラレ,要 スルニ赤血球 ノ減少竝 ニ白血球 ノ過多ヲ

其ノ主ナルモノ トシ,輕 症 ノ場 合ニ於テハ正常 ト殆 ド差違 ナキモノノ如 ク,而 モ上記 ノ變化ハ

一定期間ヲ經過 シ尚ホ蟲卵 ヲ排泄 シツツアルニ拘 ラズ漸次消失 シテ
,再 ゼ正常 ニ復 スルコ トア

ル モノナ リ.

飜 ツテ本病 ニ於 ケルレ血液 ノ化學的組成或ハ其 ノ生化學的方面ニ關 スル研究 ヲ見ルニ,眞 ニ寥

寥 タルモノニ シテ最近水野10)ガ肝臟 ノ機能障碍 ニ際 シ現ハルル血中乳酸 ノ消長ヲ研究 シ,肝 臟

「ヂス トマ」患者ノ血中乳酸 ノ增加 セル ヲ認 メタル他強テ之ヲ求 ムレバ,吉 本 ノ血液凝固時間ニ

關 スル研究11)ア ルヲ見ル ノミ,コ レ本病 ノ生化學的研究 ガ一般 ニ閑却 セラ レタル爲 メナラズン

バ アラズ.余 ハ上記吉本,怡 土,吉 田等 ノ研究成績 ニ鑑 ミ,本 病 ノ血液 ニモ當然化學的組成ノ

變化 アルベキヲ推 シ,實 驗 ニ據 リテ之 ヲ證明 セント企圖 セリ.

實 驗 方 法

實驗動物 トシテハ,成 育セル健康家兎ニツキ,豫

メ糞便檢査ヲ行 ヒ,其 ノ中ニ一般寄生蟲卵ヲ認 メザ

ルモノヲ選 ゼテ,日 々一定 ノ食餌ヲ以テ飼養シ,略

ボ窒素平衡 ヲ得 ルニ至 リテ,先 ヅ前試驗 トシテ正常

時ニ於ケル血液中ノ二,三 重要ナル物質ノ量 ヲ定 メ

タル後,本 病 ニ感染セ シメ,一 定期間 上記物質 ノ量

的變化ヲ觀察セ リ.

本 病ニ感染セシムルニハ,顯 微鏡檢査 ニヨ リ成熟

セル箆形二 口蟲 ノ被嚢幼蟲多數ヲ含有スル 「やなぎ

ぼ え 」 ノ肉 片 一 定 量 ヲ生 食 セ シメ タ リ.

血 液 ニ ツ キ檢 シ タル 物 質 ハ,主 ト シテ 吉 本,怡 土,

吉 田 等 ノ研 究 ノ結 果 ニ鑑 ミ「カ ル チ ウ ム」,無 機 燐,無

機 硫 酸,「 コ レ ステ リン」及 ビ乳 酸 ニ シテ,「 カル チ ウ

ム」ハClark法12),無 機 燐 ハBell u. Doisy比 色法13),

無 機 硫 酸 ハ蛋 白 除 去(Schenk法)ヲ 行 ヒ タル 濾 液 ニ

ツキFolin14)ニ 從 ヒ,「 コ レス テ リ ン」ハBernhard

法15),乳 酸 ハHirsch-kaufmann法16)ニ ヨ リテ夫 々

定 量 シ,又 採 血 ハ 常 ニ早 朝 空 腹 時 ニ行 ヘ リ.
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實驗的箆形二口蟲病家兎血液ノ化學的成分ニ就テ　 1101

實驗成績及ヒ其ノ考察

1.　箆形二口蟲病家兎 ニ於 ケル血淸 「カルチウム」ニ就テ

「カ ル チ ウ ム」ハ 動 物 體 組 織 中 骨,齒 牙 等 ニ最 モ 多

ク含 有 セ ラ レ,血 液 中 ニ ハ 血淸 「カ ル チ ウ ム」ト シテ

存 シ(牛,猫 ノ赤 血 球 ハ 「カ ル チ ウ ム 」ヲ含 ム),全 血 液

中 「カ ル チ ウ ム」ハ0.06‰ ノ割 合 ニ含 有 セ ラ レ,一 部

ハ 遊 離 シ,一 部 ハ 蛋 白 質 ト結 合 シ,更 ニ 一 部 ハ「カ ル

チ ウ ム」鹽 トシ テ 存 ス ル モ ノ ト推 セ ラル.此 血 液 「カ

ル チ ウ ム」 ハ諸 種 疾 患 ニ際 シ或 ハ增 量 シ或 ハ 減 少 ス

ル モ ノ ニ シ テ,例 ヘ バ 各 種 「テ タニ ー」(Leicher17),

Hastings u. Murray18)),腎 臟 疾 患(Zondeck, Petow

 u. Liebert19), Hartwich u. Hessel20)其 ノ他)ニ 於

テ ハ,血 液 「カ ル チ ウ ム」ノ減 少 ヲ來 シ,鬱 滯 性 黄 疸

ニ於 テ ハ增 量(Spiro21)),又 ハ 減 量(Buchbinder u.

 Kern22))ヲ 認 メ,最 近Kauftheil竝 ニKisch23)ハ 各

種 ノ貧 血 ニ際 シ血淸 「カ ル チ ウ ム」ノ減 少 ス ル ヲ證 明

シ タ リ.

正 常 家 兎 ノ血淸 「カ ル チ ウ ム」量 ハ 已 ニ生 理 的 ニ差

違 ア ル モ ノニ シテ,年 齡,時 季 等 ニ ヨ リ或 ハ 各 個 體

ニ ヨ リ等 シ カ ラズ.即 チDenis24)ハ10-20mg%,

平 均16mg%,宗 久 佐25)ハ14.7-12.4mg%,平 均

13.4mg%,北 山26)ハ 平 均14.52mg%ナ ル 値 ヲ報 告

セ ル ガ,余 ノ實 驗 ニ 於 テ ハ 最 高14.10mg%,最 低

11.20mg%ニ シテ,平 均13.11mg%ヲ 示 シ,大 略

上 記 セ ル所 ト一 致 シ タル 成 績 ヲ得 タ リ.

本 病 感 染 後 初 期 ノ間 ハ 正 常 ニ比 シ殆 ド相 違 ヲ認 メ

ザ ル ガ,感 染 後 約2週 間,即 チ 諸 症 状 ノ明 カ ニ 發 現

ス ル 時 期 ニ至 レバ,多 少 ノ減 少 ヲ示 シ,該 減 少 ハ 爾

後 ノ經 過 ト共 ニ 漸 次 著 明 トナ リ.死 ノ前 日或 ハ 前 々

日 ニ 於 テ ハ最 高11.20mg%,最 低9.20mg%,平 均

10.30mg%ヲ 算 ス ル ニ過 ギ ザ ル ニ至 ル.此 時 期 ハ 恰

モ血 液 凝 固 作 用 ニ 變 調 ヲ來 ス 時期 ト略 ボ一 致 ス ル モ

ノナ リ.

第1表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血淸 「カルチウム」量

(第1號 家兎　 ♀)
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1102　 重 信 琢 雄

第2表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血淸「カルチウム」量
(第2號 家兎　 ♀)

第3表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血淸「カルチウム」量
(第3號 家兎　 〓)

第4表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血淸「カルチウム」量
(第4號 家兎　 〓)
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實驗的箆形二口蟲病家兎血液ノ化學的成分ニ就テ　 1103

第5表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血淸「カルチウム」量

(第5號 家兎　 ♀)

第6表　 實驗的箆形 二口蟲病家兎血淸「カルチウム」量

(第6號 家兎　 〓)

2.　箆形二口蟲病家兎 ニ於 ケル血液無機燐 ニ就テ

總ベテ細胞 ノ發動點ハ細胞核 ニアリトセラレ,細

胞 ノ增殖ニ當 リテハ,其 ノ核 ヲ構成スル物質 ヲ血中

ニ求 メ,細 胞 ノ死滅破壞ニ際 シテハ核質 ノ分解産物

ヲ血液中ニ排泄ス.此 細胞核ヲ構成スル重要ナル物

質ハ「ヌクレオブ ロテイ ド」ニシテ「ヌクレイ ン」酸ハ

其 ノ重要 ナル一成分ナ リ.「 ヌク レイン」酸中ニハ燐

ヲ含有スル故ニ,細 胞 ノ增殖或ハ破壞ハ燐 ノ代謝 ニ,

從 ツテ 血 液 燐 含 量 ニ 影 響 ヲ與 フ ル モ ノ ト云 フ ベ キ ナ

リ.既 ニMorazewski27)ハ 癌 或 ハ 萎 黄 病 ニ際 シ起 リ

タ ル貧 血 ノ全 例 ニ於 テ,血 中 無 機 燐 ノ 減 少 ス ル ヲ認

メ,Groebly28)ハ9例 ノ癌 患 者 ニ於 テ 血 液 無 機 燐 ノ

増 加 スル ヲ 觀 察 シ タ ル ガ, Vorschuetz29)ハ10例 ノ

癌 患 者 ニ ツキ テ,血 液 ノ燐 ラ定 量 シ タル ニ,增 量 ヲ

認 メザ リキ ト述 ベ,最 近 ニ 於 テ ハWohlfarth30)モ 亦
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1104　 重 信 琢 雄.

Vorschuetzト 同樣ナル成績 ヲ報告シ,澤 田31)ハ 甚

ダ シキ貧血ヲ伴ハザルヵ或ハ惡液質ニ陷 ラザル惡性

腫瘍患者,殊 ニ癌患者 ノ血液ニツキ無機燐ヲ定量 シ

タルニ,多 クノ場合減少スルモ,時 トシテ ハ變化セ

ザルモノアリト述 ベ, Freund32)ニ ヨ レバ結核性疾

患ニ於テ,血 液燐ハ病状 ノ重サニ正比例シテ減少ス

ルモノノ如 ク,亦 澤田31)ガ 結 核患者ニツキ血液燐

ヲ定量 シタル所ニヨレバ,或 ル程度マデハ疾患 ノ状

勢 ニ關係 シ,一 般 ニ病勢非働 ノモノハ尋常ナルガ,

働 性 ノモノハ增加 シ,又 高度 ノ黄疸 ヲ發 セル 「サル

ヴルサ ン」中毒患者ニ於テ血液燐 ノ增加セルヲ認メ,

 Vorschuetz29)モ 亦黄疸 ヲ發 シタルモ ノニツキ血液燐

ノ增加セルヲ經驗セリ.

健康家兎 ノ血液無機燐量ハ平均4.87mg%(Leh

mann33),3.47-3.29mg%(大 野34))ニ シテ,余 ノ實

驗 ニ於 テ ハ 最 高5.90mg%,最 低4.27mg%,平 均

5.23mg%ナ リ.

本 病 感 染 家 兎 ニ於 テ ハ 感 染 後2-3週 即 チ 諸 症 状

ノ著 明 ニ 發 現 スル 時 期 ニ至 レ バ,血 液 燐 ハ著 シ ク増

加 ス ル モ ノニ シテ,例 ヘ バ 感 染 後16日-20日 ニ テ

死 亡 シ タル 家 兎(第7,第8,第10及 ビ第11號 家 兎)

ニテ ハ 感 染 後 約2週 間 ニテ 最 高8.27mg%,最 低

6.40mg%,平 均7.44mg%ト ナ リ,感 染 後36日 ニテ

死 亡 セ ル1例(第9號 家 兎)ニ 於 テ ハ 感 染後23日 ニ シ

テ7.08mg%ト ナ リ.何 レ ノ例 ニ於 テ モ死 亡 前 數 時

間 乃 至1日 ニ採 血 シ得 タ ル場 合 ニ ハ 最 高19.80mg%

最 低9,16mg%,平 均14.75mg%ニ 達 シ,顯 著 ナ ル

増 量 ヲ認 メ得 タ リ.

第7表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液無機燐量
(第7號 家兎　 ♀)

第8表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液無機燐量
(第8號 家兎　 〓)
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實驗的箆形二口蟲病家兎血液ノ化學的成分ニ就テ　 1105

第9表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血淸無機燐量
(第9號 家兎　 〓)

第10表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液無機燐量
(第10號 家兎　 ♀)

第11表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液無機燐量
(第11號 家兎　 ♀)
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1106　 重 信 琢 雄

3.　 箆形二口蟲病家兎 ニ於ケル血液無機硫酸 ニ就 テ

硫黄ハ炭素,窒 素,酸 素,水 素 ト共 ニ蛋白質 ヲ構

成 シ,從 ツテ何レノ臟器組織モ多少 ノ硫黄 ヲ含有 シ

(固 定硫黄)其 ノ他中性硫黄或ハ硫酸鹽硫黄 トシテ各

臟器又ハ體液中ニ存在 シ,血液硫黄 ノ70-80%ハ 硫

酸鹽 ノ硫黄ナ リ.血 液硫黄 ノ一部ハ體外ヨ リ(主 ト

シテ食物ニヨリ),一 部ハ體内ヨリ(即 チ固定硫黄 ヨ

リ)來 リ,就 中後 者ハ細胞 ノ崩壞,蛋 白質 ノ分解,血

球 ノ溶解等 ニ由來ス.肝 臟ガ蛋白新陳代謝上重要 ナ

ル場所ナルコトハ云 フ迄 モナキ事實ナルガ,更 ニ抱

合硫酸 ノ合成,膽 汁酸 ノ生成ニ關シ硫黄代謝 トモ極

メテ密接ナル關係ヲ有スハ臟器ナルコトハ茲ニ贅言

ヲ要セザ ル所ナ リ.サ レバ本病ニ冐サレタル動物 ノ

肝臟 ノ如 ク實質 ニ著 シキ變化 ヲ來ス時 ニハ,硫 黄代

謝 ノ上 ニ,從 ツテ血中ノ硫黄ニモ多少影響スル所 ア

ルナランコトハ容易ニ推セラルル所ナリ.

余ハ本病ニ罹レル家兎 ニツキ,血 中總硫黄中其 ノ

過半 ヲ占ムル無機硫酸ノ量 ヲ檢 シタルニ感染後3-4

週 間 ニシテ,症 状漸ク著明 トナリタルモノニ於テ,

明 カナル增加ヲ證明 シタリ(第12-第13表 參照).

第12表　 正常家兎血液無機硫酸量

最 高　 23.26mg　 最 低　 17.51mg　 平 均　 20.44mg

第13表　 感 染 後3-4週

最 高　 44.36mg　 最 低　 28.76mg　 平 均　 31.35mg

(感染前體重ハ感染前3日 間ノ平均値ヲ掲グ)

正常家兎 ノ血液無機硫酸量ハ記述者ニヨ リ,可 ナ

リノ差違ア リテ一定 ノ値ヲ示サズ.最 近 ノ報告二三

ヲ 學 グ レパ, W. Denis35)ハ 家 兎 血 液100㏄ 中 ニ

3.2mgノSヲ, Stransky36)ハ 同 樣38-46mgノSO.
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實驗的箆形二口蟲病家兎血液ノ化學的成分ニ就テ　 1107

ヲ, Heubner竝 ニMeyer-Bisch37)ハ 家 兎 血淸 ニ ツ キ

テ.9-14mgノSO.ヲ 定 量 シ タ リ.本 實 驗 ニ 於 テ ハ

100gノ 家 兎 血 液 中 ニ,最 高23.26mg,最 低17.51mg,

平 均2044mgノH2SO4ヲ 定 量 シ,本 病 ニ 感 染 シテ,

重症 期 ニ至 ル ヤ 最 高44.36mg%,最 低31.35mg%,

平均35.20mg%ヲ 示 シ,著 明ナル增加 ヲ現ハセ リ.

此增 加ハ既記 ノ如キ肝臟實質ノ變化ニ基 クモノト考

ヘラルル外,本 寄生蟲 ノ新陳代謝産物中ニ存スベク

推セラルル硫化水素 ノ酸化セラレ,血 中ニ移行 シ來

ルニ因スルヲ否定スル能ハズ.

4.　 箆 形 二口蟲 病家 兎 ニ於 ケル血 中「コ レステ リン」ニ就 テ

「コ レ ステ リン」ハChauffard, Laroch竝 ニGrigaut

等 ノ唱 フル 如 ク體 内 ニ於 テ 形 成 セ ラ ル ル モ ノナ ル ヤ

或 ハAschoff等 ノ唱 フル 如 ク食 餌 中 ニ含 有 セ ラ ル ル

「コレステ リン」ニ由來スルモノナルヤ今 日未ダ充分

ナル解決ニ至 ラザルモノノ如 キガ,其 ノ代謝 ニ向 ツ

テ固有肝細胞竝 ニ網状織内被細胞系統ガ重要ナル意

義ヲ有スルモノナルコトハ異變 ノ存セザル所 ナ リ.

血中 「コレステ リン」量ハ種 々ノ條件 ニヨリ增加 シ

或ハ減少ス.例 ヘバ食後ニ於テ增 加シ,饑 餓或ハ衰

弱ニヨリテ減少 シ又諸種 ノ疾 患ニ際 シテ增減ス.即

チ急性傳染病ニ於テ血中 「コレステ リン」ハ減少 シ

(Leupold u. Bogendoerfer38)),一 般 機械的黄疸ニ際

シテ ハ增 量 ス(Burger u. Beumer39), Rosenthal40)).

サ レ ド肝 及 ゼ膽 道 疾 患 ニ於 テ 黄 疸 其 ノ モ ノハ 直 接 血

中「コ レス テ リ ン」ノ增 量 ニ關 係 ス ル モ ノ ニ ア ラズ,

又Weil氏 病 ニ於 テ 黄 疸 ハ 輕 度 ナ ル ニ拘 ラ ズ,血 中

「コレ ス テ リ ン」ノ增 量 ハ著 大 ニ シテ 且 長 時 間持 續 ス

トノ報 告 ア リ(Stepp41),伊 東 竝 ニ北 村42)ハ 燐 中 毒,

腎 炎,貧 血 症,肝 及 ゼ膽 道 ノ疾 患 ニ於 テ 血 中 「コ レ

ス テ リ ン」 ハ 概 シテ 減 少 ス ル モ ノナ リ トセ リ.本 實

驗 ニ 於 テ 余 ハ 實 驗 的 箆 形 二 口 蟲 病 ノ後 半 期 ニ入 リ著

明 ナ ル黄 疸 ヲ發 スル ニ至 レ バ 血 中「コ レス テ リ ン」ハ

増 量 ス ル モ ノ ナ ル コ トヲ認 メ タ リ(第14-第18表

參 照).

第14表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液「コ レステ リン」量

(第22號 家兎　 〓)

9
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第15表　 實驗的箆形 二口蟲病家兎血液「コレステ リン」量

(第23號 家兎　 ♀)

第16表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液「コレステ リン」量

(第24號 家兎　 ♀)

第17表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液「コレステ リン」量

(第25號 家 兎　 ♀)
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第18表　 實驗的箆形二口蟲病家兎血液「コレステ リン」量

(第26號 家 兎　 〓)

即 チ健 康 家 兎 ノ血 液 「コ レス テ リ ン」量 ハ0.063%

(Sakai43))或 ハ0.054%(Horiuchi44))ト 記 載 セ ラル.

本 實 驗 ニ 於 テ 正 常 家 兎 ノ血 液100g中 最 高0.087g,

最 低0.058gヲ 算 シ,平 均0.069gナ ル ガ 感 染 後 病 勢

ノ進 行 ト共 ニ次 第 ニ增 量 ノ傾 向 ヲ示 シ,感 染 後17日,

18日 ニ テ死 亡 セ ル例(第24號 及 ビ第25號)家 兎 ニ

テ ハ 感 染 後 約2週 ニテ0.107g-0.115gト ナ リ,感

染 後21日-23日 ニ テ死 亡 セ ル 例(第22號,第23號

及 ビ第26號 家 兎)ニ テ ハ 感 染 後 約3週 ニ テ,最 高

0.116g,最 低0.105g,平 均0.112gヲ 示 シ,著 明 ニ 増

量 セ ル ヲ認 ム.

5.　箆形二口蟲病家兎ニ於 ケル血液乳酸ニ就 テ

動物體内ニ於 ケル乳酸 ノ大部分ハ含水炭素新陳代

謝 ノ中間産物 トシテ,含 水炭素ヨリ生 ジ,肝 臟 ガ含

水炭素新陳代謝 ト離ルベカラザル關係ニ立テ ルコト

ハ古 クヨリ知ラレタル所ナ リ.1886年Minkowski15)

ハ肝臟ヲ摘出セル鵞鳥 ノ尿中ニ乳酸 ノ著明ナル增加

ヲ認 メ,Issac46)ハ 肝 臟 ノ新陳代謝 ニ就テ研究 シ,殊

ニ燐 中毒或ハ急性黄色肝臟萎縮 ノ如 ク肝臟 實質 ノ甚

シク障碍セラルル場合 ニハ血中ニ乳酸 ノ增加 スルヲ

確 メタリ.既 記 ノ如 ク水野10)ハ肝 臟 ノ機能障碍ニ際

シ,血 中乳酸ノ增加セルヲ認 メ,其 ノ增加率ハ肝臟

機能障碍 ノ程度ニ略ボ一致スル旨ヲ發表セ リ.余 ハ

實驗的箆形二口蟲病ニ罹 レル家兎 ノ血液乳酸 ヲ定量

シタルニ,病 勢 ノ進行スル ト共ニ漸次其 ノ量 ノ增ス

コトヲ實證 シタリ(第19-第22表 參照).

第19表　 正常家兎血液乳酸含有量

最 高　 0.025%　 最 低　 0.012%　 平 均　 0.019%

11
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第20表　 感染後1週 間ノ家兎血液乳酸含有量

最 高　 0.027%　 最 低　 0.019%　 平 均　 0.022%

(感染前體重ハ感染前3日 間ノ體重平均値ヲ掲グ,以 下同樣)

第21表　 感染後2週 間ノ家兎血液乳酸含有量

最 高　 0.032%　 最 低　 0.028%　 平 均　 0.029%

第22表　 感染後3週 間ノ家兎血液乳酸含有量

最 高　 0.045%　 最 低　 0.030%　 平 均　 0.039%

即 チ正 常 家兎 ノ血 液 乳 酸 量 ハ 安 靜 時 ニ於 テ13-15

mg%(Wittgenstein u. Gaedertz47),平 均 値20mg%

(河 村48)),同 樣0.02%(野 間49))ナ リ.本 實 驗 ニ於 テ

ハ 健 康 時 最 高0.025%,最 低0.012%,平 均0.019%

ナ リ.而 シテ本病 ニ冐サルルヤ病勢 ノ進行スル ト共

ニ,漸 次增量 シ來 リ,感 染後第3週 ニ於テハ最高

0.015%,最 低0.03%,平 均0.039%ヲ 示 シ正常時ニ

2倍 ス.
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結 論

1. 正常家兎 ヲ實驗的ニ箆形二口蟲病ニ罹患 セシムル時ニハ病勢 ノ進行 ト共 ニ血液 ノ化學的

組成ニ變化ヲ來 ス,其 ノ時期 ハ大略諸症状 ノ著明 ニ發現 スル頃ナ リ.

2. 血淸 「カ ルチウ ム」ハ本病 ノ後 半 ニ於 テ病 状 ノ重 篤 ニ赴 ク ト共 ニ減 少 ス.

3. 血 液 無機燐,無 機硫 酸,「 コ レステ リン」及 ビ乳 酸 ハ增 加 ス.
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